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それ
は政治の
ぎび
し
さや
腐
敗の
ゆえで

はない。
もっ
と深い
とこ
ろで文明の
燦
築

住を
共有し
てい
る中
関人は、
政治の
為し

得る限界を本
能
的に知っ
てお
り、
すべ
て

を政治
に
期待
するの
ではなくて権
力
（帝

力）
が治し
得る
領域と、
農村協同体
が相

互
扶防
的に為し
得る
領域とを知
り、
それ

を区
別し
てい
るからであ
る。

毛沢
東は、
この
ような
中
国人の
伝統的

な
政治
意識を全
面
的に変
革し
よう
と
思

っ
たの
かも知
れない
が、
それは
とつ
も不

可
能で
あっ
た
よラ一
1

「毛沢
喜
薄」
があの
よvつ
に
進

行し
た
り、
ひとたび
林彪
が怒豆
に

されると、
全
国民衆がそれ
にな
ら

う
かに
思え
る一一元
的体制
は一
積の

擬制で
あり、
それはある意味で中

国人の
伝統的な
政治不信の
逆
説的

な
証
明ではない
だろう
か。
この
点
におい

て
毛沢
東政治
は中
国人の
伝続的な
政治
意

識を変
革
するこ
とに成功し
たとい
え
るの

か
どっ
か、
大い
に疑
問なの
であ
る。

栄
逝の
人ほ
ど悲劇
的な最
期をとげると

い
う
歴
史の
ジンク
ス
は、
毛沢
東
にはあ

て
はまら
ない
だろう
が、
今
日の
彼
自
身が

すで
に栄
光と怒劇の
共存する
地点
に立っ

てい
ることは、また疑い
ない
こ
とであ
る。

（
墓京外
大助教
授、
中嶋嶺雄
氏の
本梅

線慾
は一
応今回で終わ
り、
新
年次回
から

は、
中
国問題
評
論
家、
桑原寿二
氏
が担

当し
ます〉

さる
九
月以
来
四カ
月、
司」
雲師い
た
だい

た
私の
「
中
国情
報」
は、
今回で一
応
担当

を
交

代する
こ
とになっ
た・
そ
こで、
今回

は
情
報的
援
紫から
はやや
限
れ
る
が、
毛沢

東の
政
治

と申国
民
衆の
政治窓
識
につ
い
て

の
私の
窓
見
を
提出し、
一
応の
締めくくり

に
し
て
み
た
い・

毛沢
東はこの
十二
月二
十
六日で
満八
十

歳になっ
た＠
思
え

ば一
九三
五
年に
長

征
途上の
中
国
共

雄
産
党
道
議
官事
ん

中国情報

れ
た
第三
世界
の
友
人とい
う貌
近感
からで

あっ
た
だ
る一っ
か、
かなり弱
気の心
境を吐

露し
た．
そし
て
その
孤
独を
箆り、
権
力の

集
中とい
う
こ
と
がい
かに
窓閉店であり、
ま

た
困
難な
ことであ
るかを
切k
と説い
た
と

い
う。私

は、
この
諮をエ
チエベ
ηJ
ア
大統
領に

随行し
た
メギ
シコ
の
大学教
授の
友人から

直
接
聞
い
たの
で、
こ
れはほ
ぼ正
確な
事

実だろうと
恩う。
お
そ
らく、
もし
も文化

大革
命
が
当
初に期待し
た
よつな
成果をお

さめ、
林彪
異変な
どが生
。な
かっ
たとし

嶺白鳥中

き
会
議で、
党
内

指導
権を
確立して

MW
らい、
革
命
と
建

設、
そし
て
はげ
レ

い
政治の
あら
しの
取
を
すで
に
四
十年
間に

もわ
たっ
て
立
ちつ
づ
け、
中
国とい
う
この

巨
大な
国家と、
八
億
民
衆の
運
命
を
首
負っ

て、
彼
は
世界
をひっ
かき回
し
て
き
た。

その
意
味
で、
毛
沢
東ほ
どの
巨星
は、
ほ

かに
例そ
み
ない
であろう。
ー

だ
が、
その
毛沢
東もさる
四
月に
訪中し

たエ
チエベ
D
ア・
メキ
シコ
大統
領に
対レ

て
は、
ラテ
ン・
ア
メD
カ
から
は
ゆめ
て訪

い
ま、
そ
の
地
点
に
立
つ

た
ら、
毛沢
東の心境
はこの
ようセ
はな
か

っ
たの
で
はない
だ
るっ
か。

それ
にし
て
も毛沢
東は、
その
晩年に至

っ
て、
自らの
生
存中
にあまりにも多くの

ご
とを決
着し
よラ
とし
過ぎ
た
膏？っい
があ

る。そ
もそ
も
中
国人は伝統的に同時代史を

顧慮
しない。
その
時代の
評
価は次の
時
代

の
人k
にそれを
ゆだね
るの
が中
国人の
伝

統
的な
歴
史
観であっ
た。
同時に中
国人は

「
帝力我
に何
ぞあらんや」
の一
句
に示さ

れ
る
よvつ
に、
伝統
的
に政治
に多くを
期待

しない
民族
であ
る。
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